
Ｉ

更
で
表
ふ
く
な
っ
た
。
払
解
萱
「
夫
人
飛
入
瓊
瑳
臺
」
（
方
向
四
一
で
の
べ
了
い
ろ
の
で
詣
農
喉
を
緋
げ
て
一
三

氏
に
ロ
琴
鬘
の
詩
の
謡
訳
が
激
蕉
あ
り
．
「
壽
橦
徹
」
の
ほ
か
に
「
義
小
川
墓
」
ｔ
は
い
う
了
い
代
よ
う
だ
菰
～
／

こ
の
解
読
両
と
何
感
服
し
写
か
ぅ
た
。
逝
去
の
後
に
出
た
全
集
に
口
い
ず
舸
礼
収
例
ら
洞
Ｔ
い
ろ
，
あ
の
全
集
を
０斗

談
段
通
廿
口
他
の
李
琶
へ
の
三
及
乏
見
出
せ
る
か
し
し
椚
め
が
．
￥
の
暇
ぴ
写
い
。
７

入
ず
々
乞
い
ウ
よ
う
に
丘
は
中
国
詩
の
雪
家
で
は
な
い
、
し
か
し
．
と
い
う
よ
〃
だ
か
弓
と
い
う
ほ
う
か
い
い
く

〃
し
し
御
め
が
李
雪
⑦
詩
乏
愛
し
深
識
す
る
点
で
は
壹
家
に
劣
今
例
．
も
し
か
楓
か
ざ
ら
に
閨
に
つ
い
了
雪
Ｖ

可
い
尺
今
・
わ
涙
し
可
と
か
人
の
前
に
出
る
碓
雲
は
ま
、
た
く
可
か
、
た
だ
弓
っ
，

６

八
匠
師
春
夫
（
一
ハ
ュ
Ｔ
’
九
六
皿
）
詩
人
小
説
家
・
評
論
家
。
和
歌
山
県
東
牟
襄
郡
新
宮
町
に
主
子
桝
へ
と

た
＆
-
詩
人
と
し
て
の
波
何
自
由
に
雅
語
萱
駆
使
Ｌ
・
伝
統
的
な
請
風
に
新
し
い
尾
逼
感
情
壬
Ｌ
っ
た
大
正
以

篭
の
澆
一
の
古
興
杼
情
読
人
で
あ
る
．
作
家
と
Ｌ
て
の
彼
け
Ｌ
ば
し
ば
入
閣
造
型
一
卜
禾
だ
し
と
の
建
乏
あ
び
た
か

子
ぅ
こ
う
か
ら
人
生
に
肉
薄
し
、
人
閉
関
係
の
美
談
に
力
乏
集
注
す
る
本
釆
の
小
羨
家
で
写
く
巨
弓
の
気
分
と

清
僥
の
み
も
む
く
ま
ま
に
術
程
す
る
、
に
的
風
景
の
散
文
詩
作
家
で
あ
「
た
。
・
…
：
Ｖ
・
手
許
の
辞
書
乏
入
た
ら

こ今串読’てあった。

「
篁
種
欄
一
を
高
く
評
価
し
た
人
で
何
日
頁
歌
之
助
が
先
ん
す
る
け
洞
ど
し
、
か
く
も
貝
箏
な
解
読
ｎ
値
悪
氏

を
も
フ
エ
鳴
宍
と
す
る
。
￥
何
か
ら
一
二
十
年
た
っ
可
、
一
八
六
六
年
十
月
・
挿
槁
「
壽
橦
欄
」
王
室
室
『
方
向
』

十
三
つ
九
六
七
年
三
月
）
に
の
せ
た
。

『
、
Ｔ
４
コ
し

’
’
二
・
席

きめ
｡

、- や
～

嵐．
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『
詩
人
李
雲
』
ロ
、
国
学
小
叢
書
の
ひ
と
つ
と
」
～
中
華
戻
国
二
十
五
琴
（
一
九
三
六
）
六
月
・
上
海
⑦
商

務
印
書
館
ガ
ら
初
版
び
出
振
．
ニ
ニ
ミ
ー
ジ
の
冊
子
で
漏
る
。
そ
の
苦
言
か
思
氏
”
一
九
三
六
茸
は
わ
び
朗
和

十
一
年
だ
か
、
勺
、
侭
藤
舂
夫
「
漢
詩
浸
読
妄
解
」
が
出
戻
の
と
同
じ
年
で
あ
る
。

人
わ
か
い
と
壽
（
江
蕊
省
）
異
具
で
殉
張
し
て
い
尺
ご
弓
．
詩
垂
読
む
の
か
と
て
も
好
圭
て
い
つ
も
．
Ｖ
く
１

，

粥鵯鰭繍霞篭鵺葱課蕊禦藥譲註一趾卿濯イ議鼎認州洲
０
〃
″
■
ロ
巳
■
、
亨

長
吉
、
詩
壇
で
口
独
特
の
完
才
詩
人
だ
と
聞
い
て
い
た
．
い
ま
￥
の
詩
票
乏
手
に
し
た
。
（
極
“
て
要
い
値
・
て
）

う
机
し
く
う
て
た
ま
ち
ぼ
い
ｖ
自
字
ほ
ど
の
よ
う
な
言
葉
て
口
じ
妾
〃
、
一
九
二
皿
年
「
詩
人
李
長
舌
の
詩
」
汀

至
女
芝
『
学
燈
』
に
吉
橋
Ｌ
延
乏
ゞ
し
か
Ｌ
の
ち
に
請
板
本
や
諸
家
の
研
究
評
論
を
見
る
ぶ
う
に
な
り
前
口

橋
か
竜
ド
満
涙
な
く
厭
う
で
こ
の
本
乏
書
い
涙
と
い
う
意
至
の
べ
て
い
石
．
２

目
沢
口
、
箒
一
章
、
李
濤
の
性
格
と
詩
の
風
格
の
討
究
（
二
、
笄
二
章
、
李
質
う
平
生
（
こ
こ
、
葬
三
菫
．

李
糞
の
著
作
（
皿
兀
）
、
笄
皿
章
、
李
弩
の
詩
（
五
七
）
、
第
五
章
、
李
雲
詩
の
批
判
（
二
○
）
、
壽
六
章
、

李
舅
年
譜
（
二
一
三

寺
⑦
構
威
は
王
礼
錫
『
李
長
吉
評
伝
』
に
よ
く
似
て
い
て
．
内
容
毛
共
通
す
春
も
の
が
多
い
。
は
じ
め
了
読
人

尺
と
ぎ
、
な
ん
だ
王
氏
い
ま
わ
じ
ゃ
な
い
か
．
と
里
ぅ
た
し
の
だ
．
し
か
し
悶
武
が
李
雪
に
つ
い
了
書
い
尺
の

”
王
賃
ょ
″
も
早
い
の
だ
か
、
今
、
王
氏
の
評
伝
に
、
周
氏
の
説
が
吸
收
さ
打
で
い
ろ
の
か
逃
し
猟
め
・
そ
-
っ
だ
と

国
間
風

一》｝

式

一



ｌ

７
李
焉
の
性
格
ほ
こ
言
で
い
た
ば
「
怪
僻
吟
だ
が
》
分
け
て
い
え
は
、
群
居
産
好
ま
ず
、
吟
詠
王
よ
ろ
こ
び
、

傲
罎
て
・
感
傷
的
て
自
壹
か
詮
く
毎
建
た
っ
た
。

６
李
窒
の
生
沽
、
、
一
言
で
い
え
は
・
揃
う
た
〃
と
衣
食
例
侭
廊
な
く
．
山
水
脈
情
を
〃
た
ね
、
￥
の
霊
昼

乏
震
い
・
詩
才
を
の
ぎ
ズ
た
、
〃
桐
⑦
生
涯
は
短
か
い
と
、
い
え
《
一
千
七
茸
⑦
歳
月
乏
ム
ダ
に
Ｌ
な
か
つ
だ
の

す
洞
ば
・
王
氏
の
本
へ
の
感
応
の
幾
割
か
は
周
氏
に
棒
け
な
け
打
何
、
ら
な
か
う
匠
わ
け
だ
，
シ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

今
と
⑦
遠
近
が
壱
作
家
の
運
不
運
に
か
な
り
大
ま
く
影
雲
す
る
。
￥
人
げ
こ
と
何
割
の
観
点
か
ら
す
洞
は
と
ウ
マ

も
い
い
こ
と
だ
が
、
別
の
観
点
（
立
つ
辰
っ
池
″
の
人
が
シ
ャ
ー
チ
リ
ズ
今
の
与
え
辰
価
値
観
に
ふ
り
壬
わ
ま
桐

マ
い
る
こ
と
が
よ
く
混
る
も
の
で
、
わ
た
し
自
身
二
二
で
お
の
和
乏
識
例
Ｔ
お
く
。
と
、
い
っ
て
韮
中
国
の
瀧
誌

に
尭
表
ざ
綱
た
論
文
何
ほ
と
ん
ど
入
手
不
誰
で
．
￥
柄
ら
壼
見
つ
ろ
日
ま
で
正
確
な
研
究
史
同
書
け
厚
Ｉ
。
こ
こ

て
画
王
氏
⑦
本
に
つ
い
て
善
い
匡
一
と
と
重
複
了
ろ
し
の
、
省
略
す
る
．

ｊ

ろシ諦牌賤畿濡調姥脈裸振鰹蕊灘繩鯉纈糾鴎絹識獄靜

２
李
篝
は
八
一
七
茸
に
死
に
と
九
一
茸
に
生
椚
だ
の
だ
、
と
わ
院
し
ば
断
定
す
る
。
芽
二
章
く

３
李
蕾
が
昌
谷
で
生
柄
振
こ
と
ば
薙
奏
て
疑
い
よ
う
が
な
Ｖ
ｏ

乏
檮
い
・
詩
才
乏
の
Ｔ
え
た
．
〃
桐
⑦
生
涯
は

ｅ

た
〃
名
か
え
、
て
人
〆
と
-
て
の
幸
福
だ
う
尺

く
せ
く
す
る
と
二
弓
麦
て
何
い
っ
て
な
い
、

４
高
軒
過
詩
は
ハ
○
九
年
に
作
ら
打
だ

５
〃
榊
の
家
庭
Ⅳ
要
落
し
よ
う
と
す
る
鬘
族
の
毒
健
下
．
暮
し
向
ま
何
盛
だ
と
ほ
い
え
な
い
が
生
沽
に
面
〔
ご

一》一

③
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八
諸
家
の
説
を
蒜
合
し
．
矛
盾
②
届
る
点
乏
酌
Ｕ
除
壽
種
々
②
考
証
を
試
み
て
比
載
的
達
当
斥
見
解
に
達
し

て
い
る
Ｖ
と
い
つ
の
が
齋
藤
餉
司
李
質
』
の
評
語
だ
，
八
現
在
の
属
国
イ
、
ニ
ノ
リ
ゲ
、
一
チ
ャ
何
客
抑
論
合
理
論
の

洗
礼
王
受
け
て
い
る
の
で
見
方
に
叱
合
哩
五
欲
し
て
一
見
信
じ
墨
幸
込
の
口
、
他
の
諸
家
を
１
っ
て
宋
了
簿
理
に

て
し
斜
学
的
説
明
を
し
よ
、
つ
と
す
る
。
そ
の
為
疲
等
②
祖
先
達
⑦
池
の
⑦
考
え
方
、
感
じ
方
乏
理
露
す
る
こ
と
か

Ｊ

Ｂ
か
柄
の
黄
の
傾
向
口
．
調
剃
的
で
・
感
傷
的
Ｔ
あ
る
．
３

汁か御の詩の長所は、用字造話￥かいＶかけんで斥いから字字一トカかあ″句句老練た。おおむ科ｌ

ね
奏
際
生
沽
⑦
体
験
か
ら
出
了
い
ろ
・
芸
術
技
巧
上
で
は
最
高
⑦
境
比
に
到
達
し
高
妙
佳
湊
使
①
毒
曼
卑

膓
か
〆
の
詩
の
欠
点
。
蕊
烈
な
情
威
、
奔
放
の
豪
気
に
欠
け
．
莞
⑦
詩
乏
読
む
人
に
差
烈
な
感
応
、
多
量
の

周
債
乏
這
二
畳
辱
い
二
言
造
篭
が
冷
蕊
誰
怪
、
奇
将
百
出
で
人
に
銅
信
ベ
セ
｜
卜
く
い
竺
三
グ
多
ｕ
か
旧

く
Ｔ
詩
的
普
過
性
を
失
い
．
少
散
②
琶
識
潜
怨
の
人
に
は
よ
ろ
こ
は
い
ろ
び
、
元
穐
・
白
居
易
の
詩
の
よ
う
に
広
〔
乙

大
な
読
者
群
中
に
ぼ
い
う
て
、
く
ご
と
が
で
ぎ
な
い
㈲
か
籾
価
詩
ロ
ャ
の
理
Ｆ
お
ど
ｌ
藻
に
お
族
口
め
う
ら
み
か

易ろ
Ｌ

I Z I I ( i glO
逗
像
力
豊
富
で
あ
る
。

ユ

李
筥
⑦
昇
天
説
話
は
．
〃
門
の
平
生
の
内
沁
⑦
瞳
囑
乏
、
っ
か
び
今
材
料
。

李
雪
の
詩
⑦
現
存
す
る
も
の
を
二
百
回
十
二
言
と
断
定
可
ろ
。
草
二
一
章

李
窒
の
詩
の
特
徴
は
囲
う
。
婁
今
羨
怪
、
字
句
精
錬
．
作
曲
歌
唱
し
う
る
、
反
餅
偶
傾
向
。
算
回
章

李
麗
請
一
卜
易
吟
杓
舸
ろ
里
逼
昼
一
言
。
友
社
会
的
・
消
緑
的
・
刹
那
享
琴
的
・

か
帆
の
詩
的
芸
術
、
月
を
写
し
、
風
景
左
写
Ｌ
、
威
備
乏
写
し
・
迂
性
美
乏
写
し
-
故
郷
ｑ
情
景
を
写

Ｆ一》〉

､六

宰
吋



出
未
な
く
な
っ
て
い
ろ
。
「
詩
人
李
雪
」
に
Ｌ
ぞ
う
し
派
点
が
見
う
け
今
舸
ろ
様
で
勗
乙
Ｖ
二
脚
何
目
次
の
-
つ
う

に
記
し
八
一
九
回
○
年
の
わ
た
し
⑦
ノ
ー
ト
た
。
中
国
の
人
々
に
汀
す
る
こ
と
は
と
し
て
生
壹
気
す
ぎ
た
．
と
い

う
感
じ
か
す
る
。
二
十
涛
逢
す
こ
Ｌ
出
た
ほ
か
〃
の
わ
た
Ｌ
に
中
国
人
の
祖
先
涙
弓
⑦
考
え
方
や
感
じ
方
が
わ
か

つ
了
何
い
な
か
ラ
バ
ス
ラ
、
い
ず
の
わ
辰
Ｌ
仮
北
．
わ
か
，
了
い
ろ
と
は
い
え
ま
い
。
た
た
・
友
人
か
ら
「
長
吉

狂
」
と
あ
だ
な
さ
打
た
ぼ
ど
の
思
氏
び
、
な
ぜ
お
の
洞
王
狂
せ
し
む
ろ
池
の
乏
池
つ
と
素
直
に
見
朕
う
と
Ｌ
巧
か

っ
た
の
だ
葛
う
・
と
里
う
の
だ
。
広
大
な
読
者
群
中
広
同
い
る
の
が
い
い
の
な
ら
元
、
白
の
脈
を
読
め
ば
い
い
の

匠
”
周
氏
が
欠
点
と
し
て
あ
げ
た
点
こ
そ
・
恩
氏
芝
ヂ
長
吉
狂
〃
に
ぎ
せ
た
当
②
ｔ
の
で
あ
る
、
ず
だ
。
そ
楓
が

啄
廿
か
菫
し
っ
と
つ
き
つ
め
Ｔ
考
え
打
、
王
か
つ
灰
の
だ
。

と
は
い
え
・
一
九
三
○
年
代
の
人
で
あ
る
周
武
が
す
で
Ｆ
書
い
て
し
ま
つ
こ
あ
批
評
作
品
に
一
九
七
五
年
の

わ
涙
し
か
ご
人
な
こ
と
量
い
う
⑦
し
、
同
じ
ぶ
う
に
的
、
す
桐
か
北
し
椚
切
、

周
氏
に
う
い
了
何
、
二
⑦
本
の
箸
壱
で
あ
ろ
ご
と
⑦
ほ
か
．
何
も
知
ら
な
い
。
ど
な
た
か
-
知
、
イ
お
う
細
ろ

方
か
胴
籾
灯
・
薮
え
て
い
た
た
宗
た
り
。

繍
本
鱈
一
-
李
戻
吉
至
論
す
」
、
『
支
那
学
』
特
別
号
（
昭
和
十
七
耳
一
畠
一
一
皿
月
）
｜
卜
褐
裁
き
《
何
の
弓
同
著
串

国
文
学
巨
廻
論
考
』
（
一
九
皿
八
年
秋
田
星
）
｜
卜
収
初
今
打
た
、
ｈ
に
し
の
読
ん
庇
の
口
微
者
て
あ
る
。
そ
こ

か．勺すこし〃出すろ、

橋

本

婚

影

孟
一

ｑ１４・■町ｊ-■ⅡⅡⅡｌ■００１-ｄ■■■１１ｊ■■■■一己、、画、。”々
〃

ずだ。〉マ楓が判７
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Ｉ
戻
吉
の
牢
し
灰
局
ん
年
ぼ
憲
宗
の
元
和
十
二
茸
か
、
穆
宗
の
戻
妻
元
年
に
相
富
す
る
が
、
い
づ
夙
に
し

一
、
Ｌ
此
の
前
後
四
五
年
間
と
見
了
大
差
、
な
か
ら
う
。
従
っ
て
又
、
綬
勿
生
存
年
籔
董
二
十
四
歳
と
す
椚
阿
。
三

打
布
其
生
洞
匠
ら
ん
年
ｎ
．
健
宗
例
員
元
十
年
か
、
一
十
五
年
迄
⑦
閲
と
な
る
，

》，←、●’一

２
例
へ
は
『
小
傅
』
に
『
天
上
差
索
不
舌
也
』
と
天
帝
の
使
言
厚
ろ
緋
衣
の
八
が
語
７
て
め
ろ
び
．
ニ
ワ

、ママ」

語
い
語
の
車
に
・
舌
の
在
世
の
生
涯
が
い
か
に
苦
痛
一
卜
満
焉
た
ｔ
の
で
あ
う
辰
か
ざ
表
は
宝
椚
て
ゐ
ろ
、

ｓ
更
阪
元
槙
の
訪
問
に
對
Ｌ
面
会
蓬
謝
絶
し
た
と
い
些
事
爪
よ
〃
て
。
其
栽
忽
と
卿
腸
と
を
セ
ル
善
く
善
ｊ

威
し
得
る
⑦
で
あ
る
。
：
：
か
う
し
灰
性
格
が
仮
⑦
先
天
性
で
あ
う
涙
こ
と
、
波
の
杯
品
の
瞳
虎
に
も
露
口
桝
〉
；
Ｓ

包
含
・
：
・
戻
舌
、
科
目
⑦
如
何
蓬
論
ぜ
ず
二
く
の
及
雰
壱
卜
對
Ｌ
了
一
種
の
嫉
み
応
と
も
い
い
欠
表
、
Ｌ
⑦
蚕
痔
洲

っ
了
ゐ
た
Ｔ
渇
令
？
一
戸
同
級
の
性
硲
々
勺
左
様
仁
考
へ
ら
脚
ろ
．
ヌ
ー
つ
い
何
元
槙
や
白
居
易
の
作
詩
⑦
篭
ｌ
、

宴乃至、傾向とＩいふべ・家孔ａに嫌ら椀ｆのがあったか込扣抓め。

４
長
吉
何
か
く
了
長
憂
か
、
今
踵
仰
方
冒
台
へ
歸
つ
た
い
で
開
ろ
っ
『
少
窪
解
所
誰
八
門
響
奎
筐
と
へ
ご

云
へ
ろ
差
見
舸
阿
都
一
卜
於
け
る
不
快
な
ろ
記
憶
何
建
霞
の
如
く
念
頭
に
浮
ぶ
こ
と
Ｌ
編
っ
侯
冷
し
咄

２

５
波
仮
は
仮
自
ら
の
表
現
法
が
あ
っ
た
。
弄
椚
は
司
昌
台
詩
』
の
問
に
限
ら
ず
、
他
の
篇
に
菰
て
玉
髄
ｕ
″

あ
る
、
明
色
十
一
世
員
か
、
、
李
長
吉
師
沁
。
故
爾
症
怪
．
亦
有
聖
人
壹
表
貢
崇
潅
、
と
云
っ
た
び
蓋
し
此
毫
歌

で
漏
令
っ
。
人
口
臼
ふ
．
長
吉
は
陣
吉
走
去
ろ
ご
と
菱
務
め
た
と
《
陳
三
圭
以
Ｔ
Ｌ
て
は
侭
の
服
雲
に
映
じ
淀
昏

然
や
人
生
壬
鰍
す
る
一
重
は
出
来
可
か
つ
尺
の
で
あ
る
．
陳
壹
乏
去
ろ
こ
髻
卜
務
め
辰
の
で
は
な
い
か
、
陳
言
ぼ

ぉ
⑦
づ
か
ら
渡
よ
り
去
晨
と
弛
一
至
る
《
ｈ
洞
今
、
先
づ
鰯
畦
一
字
御
膓
肝
服
の
人
ｌ
削
弓
臺
三
脳
賓

に桶寺、紫ろ綴其詩諄一毒むく表、で賜る。極思苦吟、仮の母夫人の所謂其州芝一魍表出Ｌ灰のである、

一一）

3漣

～



昼毎Ｑ琴．津．・・酢ＰｒＡ’５１。＆丁．帥

６
『
冒
谷
詩
』
に
神
口
の
廟
唾
乞
を
叙
し
涙
一
段
が
あ
″
、
ぞ
れ
何
一
種
毒
薬
主
惠
は
し
む
ろ
文
字
で
肩
云
暴

戻
吉
に
、
之
に
類
す
る
神
祇
的
な
詩
篇
葱
／
く
な
哩
蚕
無
出
里
『
神
鎮
塵
『
神
鍵
Ｌ
『
神
鉱
荊
曲
』
言

宮
夫
人
一
一
『
簡
舎
神
互
廟
』
な
ど
琶
此
類
で
あ
る
。
。
！
，
；
皆
現
世
の
踊
ら
ざ
る
航
を
寓
し
涙
も
の
で
閥
の
想

像力と幻想力の達して、乏逼はしめろゞ
．！！-其作風芝見弓に『盆無出門』は楚爵の招魂に『神篭

曲
』
”
九
歌
の
山
完
一
に
『
藺
杳
神
虻
顎
』
は
諦
騒
の
或
る
都
合
か
九
歌
の
湘
君
か
湘
夫
人
に
、
『
袖
乾
』
阿
山

莞
に
「
神
狸
別
曲
』
口
湘
君
に
似
で
ゐ
ろ
．
二
湘
杜
牧
之
が
李
舅
の
蓋
仁
亭
し
畷
の
苗
濠
と
さ
へ
ろ
所
以
で
あ

る
。
た
型
惜
詳
に
於
て
蔓
騒
乏
學
ん
で
は
ゐ
ろ
が
・
楚
嘉
仮
貝
ろ
が
如
き
誤
剰
の
言
に
何
乏
し
い
。

ワ
要
す
る
に
李
戻
吉
は
天
縦
の
奇
オ
差
以
丁
世
の
容
ろ
皇
』
前
と
な
ら
ず
、
昌
谷
山
中
・
捌
腸
肝
服
の
一
生
は
二

十四年を以て籍う匠が、其作柄ろ歌詩は衷怨荒怪、幽探談論を以一ｌ特色と写し誠に中國文筆史トー

の一六億選ぐあろ。之至客観的一ト見れば當爵七三近篭の詩獣に穏蕊の頂黙に達しヌ簔化せんと-）

て簔訴暮溌何ず、被椚此瞬一卜世に出で、奇電卓筆、苦心孤詰、浅交嘩李薇の詩を威す乏好まず、極｛

の近号所を威し．、殻みづからの歌詩乏成就したのである。明の李東陽、長吉の詩乏許して曰く、

従って片言隻語と震も許にして奇であ″-古人の未だ道は署毒所を道顧したのであ臺古来仮の

詩が詰更幽輿といぼ獅臨澁僻瞳であるとい、洞理に近々
局ずと批評せ、勺掘るの毛、かうＬ及

夷に冥困がある”例へば『星谷誘』｜卜就て見るも、『箏影藍恨雲』『汰沙種牛白』．】馬印声壼

『落月薇帳紅』署宮雲沓臺刺」の句の加宍、ロ晦澁僻瞳と云はざる至博まい。然し所がら末の劉長

←鋼の一童へ喜び如く落筆細壼す楓ぱ方に作害⑦用心乏知ろ一芝がで表ろ。両Ｌて其忽然たる半稗、

撤
密
な
ろ
結
撰
に
篤
牽
乏
發
す
ぢ
の
で
あ
る

妄
一

一

。

鑓

2-22’ (７千６）



柵

付
記

稲
田
尹
「
李
長
吉
の
生
涯
」
（
一
九
皿
○
年
）
が
橋
本
論
文
に
先
ん
じ
ろ
び
、
本
誌
箒
五
号
に
江
″
面
け
天
．

日
雲
畝
之
介
は
『
美
の
司
祭
』
乏
読
愚
得
た
と
き
と
〃
局
げ
た
岻
陳
培
這
「
李
駕
評
伝
』
二
九
二
五
箕
）
は

森
紳
一
氏
か
ら
コ
ピ
-
王
襲
う
椚
辰
が
氏
切
手
で
妬
介
さ
和
ろ
の
を
待
ち
、
二
一
壽
は
割
愛
す
る
、

ｊ

ら
⑦
楚
諜
と
の
比
較
論
可
ど
は
、
ぞ
れ
だ
け
で
一
論
文
乏
ぼ
す
に
足
る
好
題
目
で
．
楚
辞
に
く
わ
し
と
易
人
７４

こ
そ
予
祁
を
す
べ
表
だ
と
思
う
の
に
、
こ
こ
で
口
す
こ
ぶ
る
錨
留
早
て
宿
し
い
、
了

樋
肋
Ｔ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
体
裁
の
論
文
で
。
少
年
⑦
こ
君
⑦
わ
Ｒ
Ｌ
に
ｐ
物
足
り
な
い
気
が
Ｌ
た
の
だ
が
、
箱
ｒ
、

論
仮
あ
た
る
７
至
り
手
請
愚
か
え
し
Ｔ
み
了
-
李
震
Ｋ
対
し
篤
実
な
同
情
を
も
つ
人
尺
と
感
じ
ろ
？

橋本信明泊一千二三（一八九○二頁一百生二厭都帝国大学文学科支那文学専痙驍重笑調

学
教
攪
一
宗
訂
大
学
謡
師
等
壷
餐
工
差
呼
麓
大
学
教
捷
文
学
博
士
。
『
訳
註
薙
辞
』
『
王
漁
洋
』
可
と
。
ウ
房
２

館ぼすで一卜退織と闘いた・

な
い
。
し
か
し
、
李
商
腱
の

す
る
視
点
ロ
注
目
一
卜
値
ず
ろ
。

主
卒
年
の
考
証
な
ど
に
閤
頴
が
お
〃
、
寺
の
他
に
も
わ
た
し
と
し
て
灯
受
け
容
舸
に
く
い
と
一
三
Ｊ
し
な
い
て
ば

、

ｂ

、

な
い
。
し
か
し
、
李
商
腱
の
「
小
伝
」
や
、
「
宣
室
だ
」
の
李
雲
仮
ま
つ
わ
る
説
話
を
詩
人
論
と
し
て
見
よ
う
と

、
顧
過
誌
剃
鈍
無
美
眞
自
然
之
趣
逼
葛
誇
乏
。
寅
山
蘇
藻
税
。
而
無
梁
猿
知
箕
非
大
道
芭
総
篭
、
と
い

へろも以て通論と倣夏一とは出来め．むしろ嚴調の、戻吉之塊義天蛇闇皀欠砒罷ネ霄舗郷、とい

ｑ

へ
る
の
妥
電
な
ろ
に
、
及
ば
な
い 一一

。

うて



Ｉ
，

１

出し・もトーＩ。

ｑ
ｆ

や
奄 Ｆ

Ⅱ
司
り
・
や
，
ザ

私
は
祖
父
と
二
人
暮
Ｌ
で
．
め
う
た
に
路
上
で
祖
父
と
出
逢
い
ま
せ
ん
の
に
．
先
達
自
転
車
差
押
Ｌ
て
い
る

祖
父
垂
ふ
と
見
て
Ｌ
ま
い
蓑
し
た
。
明
る
い
日
ざ
Ｌ
の
中
て
見
て
ば
な
ぅ
め
も
の
芝
見
た
思
い
で
、
私
口
、

ひ
ど
く
困
っ
て
．
ち
ょ
っ
と
泣
宍
蘋
仁
な
川
ひ
け
ま
Ｌ
た
。
明
る
い
日
ざ
し
⑦
下
の
風
景
芝
、
私
は
、
ト
タ
ン
朽

の
穴
か
ら
見
た
．
￥
椥
何
手
の
届
か
な
い
世
界
に
見
え
て
し
ま
う
た
の
て
す
．

家
に
も
ど
っ
て
考
え
ま
し
た
．
李
賀
の
詩
⑦
あ
る
も
の
は
．
不
思
議
と
、
こ
の
馴
界
か
ら
の
眼
が
見
た
、
九
わ

Ｑ

のかさえわか、勺玩いのです。

べ
ゞ
三
テ
が
あ
ん
ま
〃
窮
屈
そ
つ
な
領
芝
し
て
い
た
も
の
で
す
奇
句
薑
蒲
の
節
句
の
日
の
朝
七
府
頃
か
ら
敵

歩
し
て
早
速
株
分
け
乏
致
Ｌ
ま
し
定
ぐ
ず
ぐ
ず
と
い
う
ま
で
も
土
を
い
じ
っ
て
お
〃
壬
し
た
師
十
時
に
毎

〃
ま
し
て
郵
便
配
達
び
参
″
・
封
筒
の
色
合
い
下
．
す
ぐ
，
可
李
蛋
研
究
」
だ
と
．
解
″
ま
し
灰
．

７

耐疑とレウ二とが解せ写い人間一卜と？了は・そ便り″の一硴具ぴ艦宴厚のであ〃、千打が．どこ州

か
か
ら
・
郵
便
で
送
局
向
Ｔ
来
た
と
い
ウ
こ
と
ば
．
こ
の
上
汀
く
う
洞
し
い
こ
と
で
あ
″
ま
す
。

７

畑
騒
竜
子
女
士
の
文
章
至
読
愚
ま
し
汽
廣
、
一
は
ん
に
・
皀
分
の
大
学
生
の
頃
の
蔵
淑
乏
思
い
出
し
ま
し
涙
。
く

李
寶
．
私
に
と
っ
て
回
私
乏
知
っ
で
い
る
の
だ
が
振
〃
向
き
は
し
な
い
、
影
、
と
言
っ
浜
様
な
も
の
で
す
。

私は私を捜す次防に私を知ていぞラな人の書いた物査捜します．私厄私が何びわからない別

１

位

８

０

０

宮

９

０ 江
綺
郷
「
馴
界
か
今
の
唾

垂

舞
一 ,

|ユ



こ
れ
噂
一
九
七
五
茸
五
月
六
日
Ｆ
受
取
フ
た
、
江
べ
、
ん
か
ら
の
「
五
月
五
日
端
午
」
の
手
紙
で
あ
る
。
手
教

侮全郷に李寶の詩⑦もつ「淋しさ」型欠映Ｌ・託の「淋しく、」乏生認出す課脅か正罐に露鵠碧調

、

■

ａ

フ
ろ
バ
ー
ラ
可
と
て
も
た
く
黄
、
ん
、
山
盛
″
に
咲
い
で
お
り
ま
す
。
藤
は
承
″
妾
Ｌ
尺
．
時
禰
私
は
李
弩
の
く

御母さんが見尺Ｖなあ．と．とんでもなＶ二と菱考えます。

ど
ん
な
学
閤
の
噌
〃
ぺ
、
Ｌ
迄
二
弓
ぴ
っ
で
い
ま
す
．
そ
し
て
た
く
く
え
の
「
ハ
ッ
タ
リ
」
と
と
し
仮
私
は
生
き

ぎでぃ子すぴ、三うゃどちや応したものが、何か、万国葦持っている様な気がして呵りません、鯉

寿打が漏ったひとつの玩具勺のですも⑦。

。けｕでＵｇＥＵｆ“

う
う
か
″
Ｌ
ま
す
喜
私
②
書
い
て
い
る
こ
と
は
、
ひ
ど
く
ご
右
や
ご
右
や
に
・
承
〃
が
ち
で
す
、

あ
ん
承
こ
ど
も
へ
元
雪
乏
も
、
菫
森
氏
乏
見
な
が
ら
・
李
寶
芝
考
え
ろ
と
い
う
変
な
癖
が
つ
い
て
Ｌ
子
う
て

こ
ん
ど
又
萱
辰
檮
田
先
生
が
け
い
う
て
未
了
い
よ
い
よ
「
李
篝
の
群
湘
跨
乏
考
え
て
お
〃
ま
す
の
で
す
。
日

本
仁
あ
ぢ
「
李
書
仇
群
打
」
・
そ
う
し
手
す
と
・
中
国
に
「
李
篝
の
涛
打
」
ば
あ
夢
の
か
、
と
考
え
ま
す
。

が
「
実
際
仮
舅
ら
門
了
い
ろ
鍼
ひ
ゆ
く
も
の
は
、
一
体
、
何
を
考
え
て
い
ろ
⑦
で
し
ょ
う
．

に
．
何
蓬
考
え
た
ら
い
い
の
で
し
ま
う
、
と
翌
ラ
ヵ
で
す
．

く
の
中
の
ひ
ど
く
淋
し
い
風
景
達
思
ｈ
せ
ろ
所
ぴ
あ
″
風
し
ま
せ
ん
か
。

ベ
、
了
実
際
仮
筧
今
舸
て
い
ろ
滅
び
ゆ
く
も
の
は
、
一
体
、
何
を
考
え
一

眼
．
何
蓬
老
え
た
ら
い
い
の
下
し
ま
ぅ
、
筵
思
う
の
で
す
．

０
．
８
．
０
９
０
０
０

編
者
付
記

二審
一

我

次
は
私
⑦
番
な
の

(ア等簿）

一



永
沼 星、谷
万一詩
摂 庄
乾 四
語 巻
亭，屋
眺 琴
伯 潭
昂 祷
蔵 ，
蜑 桐，城
育 銚
歸 文
末 婆
筆 經
批 三，評
項 註
銚 ，
氏 前
收 育
蔵 自
へ 亭
白 ・
方 鋳
方 鐙
印 之
一 一 ､

、宗
ノハ琉
紅 一
鵡 黄
能Ｉ云/一祖
牙、、
方 隙､＝埠

元 河

「
孚
雪
の
群
洞
」
と
い
う
こ
と
ば
感
．
不
意
を
衝
い
淀
。
闇
か
さ
細
Ｔ
み
ろ
と
、
李
雲
広
か
び
わ
″
乏
也
フ
た

人
ｔ
フ
ヘ
し
￥
つ
い
←
す
る
人
が
す
い
か
ん
多
く
な
う
灰
。
寿
肌
今
の
人
唾
李
篝
と
い
う
小
路
で
袖
の
織
苛
″

ｈあうことｎ両うてｔ、ぞこで徒党を紐し、っとせぬ点で-群舸としかいいようがなく、李篁の藷諏

とむ乗、あゞ
派筈三に影⑦よう〃洞窟乏掘うていろ。おのおのの洞窟グ筈示でつ万びる係義７く

何
〃
く
。
深
い
穴
が
浅
い
穴
よ
〃
李
濤
の
影
垂
精
壷
脈
映
す
と
も
限
ら
な
い
、

！
）
か
し
掘
〃
媚
・
例
灰
穴
何
、
そ
打
乏
捻
て
て
立
ち
去
る
の
で
ワ
い
か
ぎ
り
、
潅
叩
う
づ
け
る
ほ
か
口
乃
く
．
力

扇、妻へ三｜〉三一八李管で、可く・おの称の屍を埋肋ろのかもし納め・￥脚もまた一つの露鱒

皇
・
と
い
う
麺
へ
寿
、
で
勗
巧
う
か
。
一
ゴ
い
い
葛
つ
←

が
鼻
え
ろ

｜Ｉろと獄し／例で、了解駈褐Ｔ紹介すること｜卜し灰。・・ｉ何省蹄Ｌた部分量宗し、露台ば蒸聯

グ
〃
“
込
皿
、
ａ
Ｈ
Ｄ
町

の語乏とうて編者か仮〃に付けたしのＴある？

前
儲
し
て
上
ら
-
た
別
の
人
の
手
織
に
-
李
寶
の
母
何
と
ん
な
人
月
ぅ
だ
の
だ
ろ
う
か
、
ｚ
い
う
尺
間
い
ぴ
あ

偶
合
豚
Ｌ
く
も
、
ふ
し
ざ
で
あ
う
涙
．

１Ｊ〃〃も

Ｉ

八

軽

記

・

別

ｖ

雪

誌

三

条

一

斗

ｊ

、

山

一

籠
娠
常
鍾
蕎
・
俎
子
奏
綿
訂
『
篝
本
書
航
実
録
』
（
一
九
五
ハ
年
商
務
印
雲
館
）
春
四
黒
部
一
卜
つ
ぎ
の
記
事

）歪一

許
、.、 一



『
解
題
鴬
蚤
匡
（
一
九
二
へ
年
）
に
收
肋
ろ
蹄
山
精
一
堯
顧
鐸
「
官
版
書
籍
露
悪
蹄
」
の
託
事
イ
、
凡
例
に
は

Ｑ

△
大
娠
十
五
年
甲
辰
舂
月
江
都
幟
山
猿
一
堯
陳
甫
識
Ｖ
と
し
ろ
す
・
等
ら
茸
何
一
ハ
皿
伽
年
。
こ
の
率
の
版
木
は

戻
方
）
誌
印
。

李
戻
吉
詩
集
四
巻
針
票
一
巻
元
本
〃
小
黒
ロ
〃
バ
行
十
ハ
字
。
黄
奏
圃
以
宋
本
校
〃
育
願
款
蕊
夷
．
日
：
「
鴇

蔵
諄
宗
本
枝
金
本
〆
凛
椋
禾
本
」
，
一
千
行
〃
行
二
十
八
字
〔
末
本
題
李
窒
認
詩
篇
）
後
顯
詩
一
首
、

李
》
巌
壷
歌
詞
四
巻
外
集
一
巻
明
未
刊
〃
西
宗
異
正
子
等
珪
／
須
漢
劉
辰
該
評
爵
”

Ａ

雑

記

・

駁

Ｖ

薑

誌

二

条

ふ

封

切

し

一
九
七
二
迂
十
一
月
十
上
曰
の
／
Ｉ
卜
仁
一
，
葵
、
⑦
二
黒
を
記
す
”
一
は

一
、
李
戻
吉
請
票
李
篶
宅
冨
書
籍
目
録
．
禿
武
祐
祥
諭
『
書
目
票
寶
』
こ
さ
二
二
三
町
版
《

ご
桐
阿
柱
槁
「
和
訓
李
長
吉
詩
票
」
（
孚
篝
研
究
←
壽
四
号
）
｜
卜
と
″
あ
げ
八
ｔ
内
二
は
、

Ｚ
之
印
へ
半
白
半
朱
方
印
》
、
竹
察
亭
戻
へ
宋
方
〉
-
黄
柘
山
榛
七
世
綴
（
氷
方
）
、
禍
城
賊
泊
昴
域
篇
書
記
余

ア

害の李舅鴇す．弩が事蹟、新喜雪文筆解に具苛、可″、雲宗ば鄭王に出ブ・故一卜郡筌を以了朧っ」

西
奎
鏑
廿
〃
、
實
昌
言
に
家
す
る
な
り
、
一
房
雪
国
四
家
の
異
正
子
等
註
須
藻
の
劉
辰
謹
計
難
砺
〃
て
２

明
ご
ｑ
か
尺
徐
渭
等
の
五
家
の
註
本
あ
り
、
又
卸
象
廿
等
ｚ
へ
家
⑦
辨
註
・
孫
校
蔚
等
の
七
宗
の
評
茂
り
、
１

王
詞
守
汽
諸
家
の
説
乏
と
り
、
霞
鰐
走
係
椥
〃
-
瞳
に
あ
ひ
糾
正
し
、
互
｛
-
い
識
明
蒟
″
黙
ご
し
雲
Ｔ
ろ
に

正
子
の
註
速
以
て
昂
畜
と
せ
〃
、
雲
が
詩
逢
為
る
や
真
個
に
狐
り
語
り
-
往
々
筆
塞
の
外
に
出
了
憲
遅
以

Ｔ
言
ふ
く
か
ら
ず
碆
云
へ
り
、

等
長
舌
歌
討
四
巻
三
冊

当寿
ｑ 一

を

(7５１）



国
立
中
実
図
書
館
篝
本
書
目
噌
訂
卒
一
九
六
七
年
台
北
国
立
中
宍
図
書
舘

李濤歌詩編皿巻票外詩一巻一霜営李寶撰北京刑亀麿祇印本鯛文桝及近人裳克文手菖顕譲鰡

錦
雲
票
皿
老
外
票
一
巻
二
冊
言
字
葵
擬
琴
勤
元
至
元
丁
五
（
＋
皿
年
）
復
古
堂
到
本

２

手
長
舌
詩
第
皿
壱
一
冊
雷
李
震
撰
民
国
常
熱
閏
氏
鵠
峯
草
堂
影
写
明
弘
治
本

営
李
建
聯
詩
四
巻
八
冊
琶
李
窒
梼
宋
呉
正
子
等
注
劉
辰
裁
一
計
点
元
刊
調
珍
本

李
長
吉
歌
詩
囲
巻
外
票
一
老
二
冊
唐
李
鐸
撰
宋
呉
正
子
葵
注
蜜
狭
義
評
点
明
末
葉
刊
本

李
長
吉
款
票
皿
巻
外
票
一
審
皿
冊
喜
李
篝
梼
宋
呉
正
子
毒
性
劉
寅
翁
評
点
明
末
葉
刊
本
未
枇

李
長
吉
歌
詩
皿
巻
外
蒙
一
巻
二
冊
喜
李
湊
撰
宋
劉
辰
論
評
明
呉
興
凌
蒙
初
刊
朱
墨
套
印
本

書
李
戻
吉
詩
票
五
春
囲
冊
害
李
賀
撲
覗
徐
渭
菫
趣
策
枇
注
明
方
唇
癸
五
（
皿
十
一
毎
列
本
瞳
人
鄭
邦
遮

陶
瀦
頭
全
濤
皿
春
李
長
吉
詩
蒙
皿
春
晋
陶
潜
渓
李
戻
吉
詩
集
唇
李
窒
撰
韻
王
氏
刊
本
一
六

李
戻
吉
詞
票
五
巻
雲
李
舅
桜
朗
万
雷
四
十
一
年
荊
本
一
二

昌
谷
濤
皿
巻
害
李
言
撰
明
刊
本
一
二

のち京都大学の有に帰し、戟僚収叩ち悩刷っ了頒布Ｌ尽嵜の本には舌川聿次郎簿士の濡交獅繩蝿ゞ

懇
が
つ
い
了
い
た
が
ぞ
の
解
題
、
官
板
芝
増
刷
に
つ
い
て
く
わ
し
く
李
窒
仮
鴎
し
て
ほ
ぼ
こ
ん
ど
筆
乏
蓄
Ｌ
爺〕．←争洋茨、

Ｖ
な
か
っ
た
よ
う
に
試
憶
す
る
。
一
房
本
を
霞
う
ほ
と
の
人
厄
凄
識
乏
脚
零
と
す
手
い
・
と
の
用
竜
吠
出
る
も

のか-と捲察す喜び、天保の解題垂わたしは髪する。

八
篭
記
・
認
ｖ
書
目
一
束

北
京
人
文
科
学
研
究
所
蔵
書
目
鐵

『圭一

愈
一 "

コヨ画．す．一

( 7 5 2 )



鏡 二 李 李 李 書 歌 歌 歌 歌 孚 畠
霞 礁 戻 長 長 李 鋳 詩 詩 箭 詩 戻 言 枇
隼 山 吉 吉 舌 長 践 編 絹 綿 編 吉 家 校
皿 人 票 詩 歌 吉 皿 皿 皿 皿 丈 詩 弄
春 詣 皿 集 詩 箭 一 巻 春 巻 き 票 汕 一 頴
外 家 巻 皿 皿 集 冊 崇 箒 焦 皿 巻 京 百 徴
票 批 タ | ､ 老 巻 皿 外 外 喜 外 巷 大 図 ヒー 汪 巻 外 夕 卜 春 傅 詩 詩 孝 詩 書 十壱 一 詩 論 損 一 一 管 一 害 睾 館 壱
一 三 老 票 焦 唐 巻 老 撰 巻 李 十 萎 阿

害
李
長
吉
詩
集
皿
春
唐
李
雲
撲

李
長
舌
歌
詩
皿
港
外
読
焦
一
巻
害

李
長
吉
詩
集
皿
港
外
詩
宗
一
巻
凄

李
戻
吉
票
皿
巻
外
巻
一
老
雷
李
震

二
篠
山
人
諸
家
批
汪
一
冊
呉
損

鶉
霞
隼
皿
壱
外
票
一
壱
蕾
李
篝
群

李
長
吉
昌
合
集
句
解
定
本
皿
巻
喜

〆
猛
威
二
冊

十六 阿害読品

善本書目
震
撰
宋
刻
本
一
冊

害
李
震
撰
清
初
銭
貸
迩
古
堂
影
宋
勃
本
一
冊

蒙
古
篝
宗
六
年
鵡
街
刻
本
雷
丞
烈
豚
陸
損
之
顛
款
二
冊

壱
李
雲
桜
明
末
毛
氏
汲
古
悶
刻
喜
人
皿
集
木
毛
表
校
沈

害
李
舅
洪
明
未
毛
氏
汲
古
閣
塵
人
皿
集
本
溥
増
湘
校
員

_垂
守 一

-

明
弘
治
十
三
年
馬
澗
然
刻
本
二
冊

李
雲
群
清
銚
佳
篝
陳
惇
丘
象
随
濤
註

ｇ

明
弘
治
十
五
年
劉
廷
噌
刻
本
回
冊
察
損

２

李
寳
撲
宋
劉
辰
裁
評
明
凌
蒙
初
刻
套
印
本
李
堯
臣
溌
皿
冊
察
構
２

李
駕
浜
朗
刻
本
濤
王
烈
校
践
並
憲
詩
三
冊

湊
明
黄
淳
耀
評
点
濱
落
正
九
年
金
惟
蕨
漁
書
楼
副
本
呉
碍
摘
録
何
峰

舂
三
土
一
冊
明
髻
重
編

一九五九年九月中塗圭昌局
眼嘉靖刊本 一- わ ‘

清
初
樋
邨

李
長
舌
票
回
巻
臺
李
雪

二
院
刻
本

寳
謙
厳
二
冊

謹
培
校
並
鈑
呉

呉
昌
毅
校 雪壹

(７５３）



／ １
也
善
堂
蔵
書
目
録
陳
雰
締
叢
書
宗
廟

李
長
舌
詩
集
五
巷

李
昌
谷
詩
一
冊

籍
瑞
櫻
書
目
凍
湊
編

李
篝
一
鍬
詩
編
皿
巷
影
末
封
一
冊

孚
濤
舌
請
琴
注
五
巻
旧
妙
一
冊

寒
文
縄
目
叢
書
濤
廟

文
淵
閣
書
目

李
戻
吉
蕾
一
部
一
冊
開

遂
初
堂
書
目

琴
寶
詩
五
零 巻

八
九

雷
町
家
読
皿
巻
明
抄
杢
一
冊
害
李
鍔
読
蒙
一
巻
屋
李
雪
撰
唐
朱
賓
餘
読
票
害
未
毒
読
群
唇
咬
舜
鋳

票
一
壱
凄
釈
咬
然
撰
害
霊
一
詩
票
一
巻
壱
新
語
一
摸

李
長
吉
崇

寒
文
縄
目

孝
篝
の
票
乏
著
録
せ
ず

蒙
竹
堂
書
目
薫
盛
綿
濤
書
集
成

国
史
簑
篝
志
焦
竣
雷
講
臺
崇
成

句

錫
士
奇
等
編
叢
書
崇
廓

老
衷
撰
叢
書
崇
成

ミー
壁
乙 一

、途ニ
ー壁‘

I 2 -W 《ア夢舞＃
色
、


